






大管長会メッセージ

たかが教師

の

大管長会第二副管長

卜一マス ・S・ モンソン

私
たちはよく 「時代が変わった」 という言葉 を聞 きます。おそらくその と

　

おりでしょう。』現代では医学，運輸，通信，探検など，様々な分野で非

常な進歩が見受けられます。 しかし，その変化の多い中にもまった く変わらな

いもの もあ ります。た とえば，少年は依然 として少年であ り，同じように少年

らしい誇 りを持ち続 けています。

あるとき，私はよく交わされる会話を小耳に挟みました。3人 の小さな子供

たちが，自分たぢの父親の自慢話をしていたのです。ひとりが言いました。「ぼ

くのお父さんは君のお父 さんより大 きいぞ。」すると， もうひとりが 「だけどぼ

くのお父さんは君のお父 さんより頭がいいよ」 と言い返 しました。そこで3人

目の少年が，「ぼ くのお父さんは医者 さ」と言い，ひ とりの少年の方を向いてば

かにしたように 「君 のお父さんはたかが教師 じゃないか」 と言ったのです。

母親の呼ぶ声でその会話 は終わ りにな りました。しかしその言葉は私の耳の

中でこだまし続けました。たかが教師 じゃないか。たかが教師 じゃないか。た

かが教師 じゃないか。そ の幼い子供 たちもいつの日か，霊感あふれる教師の本

当の価値 を認めるようにな り，そのような教師が自分の人生に残す貴重な足跡

を心か ら感謝す るようになるで しょう。

ヘンリー ・B・ アダムズ(1838年 一1918年 。アメリカの歴史家，小説家)が 述

べているように，「教師は永遠の影響を残す。その影響はとどまるところを知 ら

ない」のぞす。 これは教師，すなわち家庭での教師，第2に 学校の教師，第3

に教会の教師すべてに当てはまる真理です。

教師が未来の建設者として

の務めを果たすのは，きわ

めて大切なことです。人格

の形成や進路の選択に影響

を与える教師の存在を軽く

見積もることはできません。
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最も強 く印象に残っている

教師とは，自分に一番大き

な影響を与えてくれた教師

でしょう。それは母親であ

り，同時に父親でもありま

す。

最 も強 く印象に残 っている教師は，私たちに最 も大 き

な影響を与 えた教師でしょう。その教師は黒板 を使わな

かったかもしれ ませんし，学位を持 っていなかったか も

しれません。しかしその教 えは永遠で，教師の真心 を伝

えています。そうです。それは母親です。同時に，それ

はまた父親で もあ ります。事実，すべての親 は教師なの

です。

神から託された教育の務 めを始 めるに当た り，親 は一

層の霊感 を必要 とします。世にあって最 もすばらしい心

の結びつきは，広大な宇宙あるいは小説や歴史の本にで

はな く，子供の寝顔を見つめる親 の表情の中にこそ見 ら

れるのです。「神のかたちに創造 し」 とい う聖書 の一説

は，親が この経験を繰 り返すたびに，新しくかつ生 き生

きとした意味 を持ちます8家 庭 は天国と言われる安息の

場所 とな・り，愛 ある両親はその子供たちに 「祈 ることと，

主の前に正 しく歩むこと」とを教 えるでしょう。(教義 と

聖約68：28)こ のように霊感 された親 には決 して 「たか

が教師」 という言葉 は当てはまりません。

次に，学校 の教師について考えてみましょう。家庭教

育の一部 を学校の授業に任せる時 は必ずやって来 ます。

ジョニーもナンシー も，毎 日家から学校へ通う楽 しそう

な子供たちの中に加わ ります。そこには新 しい世界があ

ります。そして子供 たちは教師に出会います。

教師たちは生徒 に夢や希望を抱かせるだけでな く，自

分 と自分の将来に関す る生徒の心構 えにも影響を及 ぼし

ています。 もし教師が未熟であれば，子供 の人生 に傷跡

を残 し，自尊心を深 く傷つけ，自分 に対する見方をゆが

めてしまうでしょう。 しかし， もし教師が生徒を愛し，

その期待を裏切 らなければ，子供たちの自信は増 し，才

能は伸び，将来は保証されるのです。

混迷を深め，次々 と危機の押 し寄せ る現代社会の中に

あって，熟練 した教師が将来を見据え，未来の建設者 と

しての意義 ある務めを果たすのは， きわめて大切なこと

です。・20年という歳月がまたた く間に過 ぎ，今幼稚園に

通 う子供たちが，その時 は有為な市民か社会 に負担をか

ける者のいずれかになっているのです。人格の形成や進

路の選択 に影響 を与える教師の存在 を軽 く見積 もること

はとてもで きません。文学，数学，科学，あるいはどの

ような学科の教師であろうと，事情 は変わ りません。教

師は山をも動かすほどの信頼 を生徒から勝ち得る必要が

あります。それがで きる教師には奇跡 とも言える出来事

が起 きます。ある教科 に突然，熱烈な興味 を覚え，みず

か ら進んで広範 に書物 を読み始める生徒がいるかと思え

ば，それまで気づかなかった自分の可能性 に目覚める生

徒 もいます。 また， もっと良い仲間 との交際を決心した

り，霊感を受けて生涯の仕事 につながるような決意をす

る生徒 も出てきます。

残念 なことに，中には良い生活への橋渡しをするより

も，信 仰を失わせ る方を喜ぶ教師がいます。

」 ・ルーベ ン ・クラークJr.副 管長 は次 のように言
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「わたしに学びなさい」と

いう主の招きに応じて献身

的な教師は学んでいます◎

そして主の聖なる力を授か

ります。

いました。「本源的な真理に対する信仰 に疑 いを抱かせ

る者，あるいは信仰 を破壊 させ る者 は，人の身 と霊を傷つ

け，使えな くし，自由を奪っているのである。神 はそのよ

うな者を厳 しく責めたもう。 ほかの人が日の光栄の栄 に
さえぎ

進むのを故意 に遮る者が どれほど深い所に落ちてい くか'

は測 り知れない。」(「不死不滅 と永遠の生命」2：143-44)

私たちはクラスを統制できないときで も，少なくとも

生徒を備えさせることはで きます。皆 さんは 「どのよう

にして」と問 うでしょう。私の答えはこうです。「神の日

の光栄の王国を目指 して導 き，神の真理 と人間の理論 を

区別する物差 しを与 えなさい。」

私は数年前 そのような指導書を手 にしました。それは
一般 に合本 と呼ばれている，モルモン経，教義 と聖約，

高価なる真珠 を1冊 にした聖典です。 その本 は愛す る父

親か らよ く忠告に従 う美 しい娘への贈 り物でした。その

父親 は見返 しのぺ一ジにこのようなすばらしい言葉 を書

いていました。

「1944年4月9日

モー リンヘ

あなたが真理 と人の哲学の誤 りとを見分ける尺度 をい ・

つも持ち，知識を増 して霊的に成長するよう， この聖な

る書物を贈 ります。折あるごとに読み，生涯大切にして

ください。

愛する父

ハロノレド・B・ リー」

「たかが教師」 と言えるで しょうか。

最後 に，私たちがいつ も日曜日に接す る教会の教師に

ついて考えてみましょう。 ここでは，過去の歴史，現在

の望み，未来の約束がすべて教えられます。教師は特に

パ リサイ人になるのはたやす く，弟子になるのはむずか

しいと知るでしょう。生徒は教師が何をどのように教え

るかでなく， どのように生 きているかを見ているか らで

す。

使徒パウロはローマ人へ次 のように勧 告 しました。
「なぜ，人を教 えて自分を教 えないのか。盗 むなと人に

かんいん

説 いて， 自 らは盗 むのか。姦 淫す るな と言 って， 自 らは

姦淫 す るのか。」(ロ ーマ2：21-22)

パ ウ ロは霊感 に満 ち た力 強い教 師で あ り， 私 たちの よ
かぎ

い模範です。パウロの成功の鍵は，投獄された暗い牢で

の体験が語ってい ます。パウロは暗い地下牢 の中で重い

鎖につながれ，兵卒の足音ばか りを聞いていました。パ

ウロに厚意を寄せていたと思われる牢の番人 は，皇帝の

前で どう振る舞ったらよいかについて聞 きたい ごとはな

いか彼 に尋ねました。するとパウロは自分 には導 き手，

すなわち聖霊がいると語 ったのです。

もう一度尋ねますが，「たかが教師」と言 えるでしょう

か。

家庭 にあって，学校や神の家にあって，すべての人の

人生に影響を及ぼしているひとりの教師がいます。その

教師は生 と死，人のなすべき義務 と行 く末 について教え
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瞬
＼

ました。またその人は仕えられるためでなく仕 えるため

に，受けるためでな く与 えるために， 自分の命 を救 うた
ささ

めでな く，ほかの人々に命を捧 げるために生 きたのです。

その教師は情欲 よりもはるかに美 しい愛を，財宝よりも

もっと豊かな貧 しさを教えました。 この教師は律法学者

のようにで はな く，権威 ある者 のように教えた と言われ
あがな

ています。 この教師 とは，全人類の救い主であ り購い主

である，神の御子イエス ・キ リス トです。

「わたしに学びなさい」とい う主の招 きに応じて，献身

的な教師は学んでいます。そして主の聖なる力を授か り

ます。

私は幼いころ， このような教師に教えられた ことがあ

ります。私たちは日曜学校のクラスで地球の創造 とアダ

ムの堕落，イエスの照いの犠牲について学びました。彼

女はモーセやヨシュア，ペテロ， トマス，パウロ，イエ

ス ・キリス トを主賓 としてクラスに迎えたのです。私た

ちは実際 にその人々に会 ったわけではありませんが，彼

らを愛 し，敬うことを学び， また彼らのようになろうと

思ったものです。

さて，初めの対話 に戻 りましょう。「ぼ くのお父 さんは 一

君のお父さんよ り大 きいぞ。」「ぼ くのお父さんは君のお

父さんより頭がいいよ。」「ぼくのお父さんは医者 さ」 と

いうあざけりを聞いて，少年はこのように答えることが

で きたで しょう。「君 たちのお父さんはぼくのお父 さん

より大 きいか もしれないし，頭がいいかもしれない。パ

イロットやエンジニアや医者か もしれない。だけどぼ く

のお父さんは，ぼ くのお父さんは教師なんだ。」

私たち一人一人がこのようにふさわ しい心か らの称賛

を受 けるに値するよう願ってい ます。□

ホー ム テ ィーチ ャーへ の提 案

1.教 師の影響力 は永遠 に続 きます。だれ もその際限を

見極めることはで きません。特に，1両親，学校の先

生，教会の教師にはこのことが言えます。

2.教 師は教える内容や教授法だけで判断されるのでは

なく，その生活態度 によっても判断されます。私た

ちは自分の生 き方を通して何が正 しいかを教えてい

るでしょうか。

3.

4.

モ ンソン副管長は 「すべての人の人生に影響を及ぼ

しているひとりの教師がいます」 と述べてい ますが，

それはどなたの ことで しょうか。

「わたしに学びなさい」という救い主の呼びかけにこ

たえるなら，私たちは神の力を受 けることができま

す。
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夫婦 が互 いに

耳 を傾 けない とき

夫婦は相手の話を聞こうとしないことがよくあります。しかし意思の疎通を円滑にする方法はあるのです。

ラ リー ・K・ ラ ンロイス

し
ばらく前に，お互いの間に深刻な問題 を抱 えたご

夫婦 とお会いしたことがあります。カウンセ リン

グに来たとき，奥 さんはいろいろな悩 みを事細かに説明

しましたが， ご主人 は終始無言で した。話 に加わって も

らおうと努めたのですが，不機嫌な様子で， どんな質問

をして もひと言ふた言しか答 えようとしません。すると

返事 を補足 しようとして，奥 さんが絶えず口をはさむの

です。

とうとう私は奥 さんに部屋を出てもらい，ご主人 と一

対一で話をすることにしました。彼 は初めほとんど話さ

なかったのですが，考えをまとめる時問を与え，私が中

断 した り批判 したりせず，裁いた りもしない ことがわか

ると，自由に話 し始めました。

それか らは，私はほとんど口をはさみませんでした。

面接の終わるころには，彼 はすっきりした表情で感慨を

込めてこう言 ったのです。「話 を聞いて くださってあ り

が とうございました。 こうしたことを妻に話 したい と長 、

年思っていたのですが，妻 は私の話 を聞 こうとしないの

です。」

その男性 はなかなか上手 に自分の考えを表現できなか
と ろ

ったのですが，心の奥底にあった真情 を吐露することが

できました。自分の気持ちをついに言葉にで きたので，

見 るか らに心が軽 くなったようで した。幸いなことにこ

のご夫婦はお互いに愛し合っていることを再発見できま

した。おふた りとも互いに支え合い， きずなを強 くした

いとい う気持 ちがあ り，それぞれに自分の分を尽 くす決

意があったのです。

聞いてもらお うとする努力をあきらめてしまうほど，

だれも耳を貸 して くれないとは，なん と痛 ましいことで

しょう。

聞 くというのはひ とつの技術です。 ここで聞 き上手に

なるためにすべ きでない事柄 と，すべ き事柄 を考 えてみ

ましょう。

上手な聞 き方 すべ きではない事柄

●審判者 になる。特につらい話題やむずかしい話題に

おいて，相手 の口をつ ぐませる簡単な方法 は，批判する

ことです。た とえば次のような例 について考えてみて く

ださい。夫が妻にこう言ったとしましょう。「上司が一 日

中ぼ くに文句 を言 うんだ。何が気 に入 らないのか，わか

らないんだよ。八つ当たりはいい加減にしてほしいよ。」

妻 はこう答 えます。「上手 に受 け答 えで きるようにな

らなきゃだめよ。そんなときは何か言ったらどう。」

妻 は夫の話 を聞いて同情の意を示す代わ りに，対処の

仕方が変われば問題 は回避で きたはずだと，審判 を下 し

ています。裁かれていると感 じれば，夫 もす ぐさまきつ

い言葉で応酬するか もしれません。
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聞き方を改善 し，心からの関心を示すならば，

ふたりの間の壁をなくし，打ち解けた話 し合いを

することができます◎

こんなときに妻は次 のように返答するとよいでしょう。

「まあ，それは大変ね。ス トレスもたまるでしょう。」こ

う言えば，責めるのではな く夫の気持ちを認めることに

な ります。

●理解 と賛成を混同す る。相手の言っていることを理

解するということは，それに賛成するという意味ではあ

りません。聞 くことにおいては，賛成するか どうかは問

題でないのです。
'
たとえばあなたの伴侶が こう言った とします。「皆の

前であなたがあんまり親 しげにすると，私 きまりが悪い

わ。」それに対 して，「きまり悪いなんて ことないよ」 と

あなたが答えた としたら，彼女の本当に言いたい ことを

察 し，気持ちを理解 していることにはなりません。 この

ような返事 は欲求不満や憎 しみを引き起 こすことがあ り，

打 ち解けた会話につなが らない ことは確かです。

「本当?ど うしてP」 といった応答 の方がよい と思

います。考えの違いを口にする代わ りに，言われたこと

を理解 していることを示 し，話 を先に進めるドアを開い

てあげるのです。

●聞 くことと議論 とを混同す る。聞 くとい うのは一方

的な行為です。相手が伝 えることを，聞いて理解するこ

とを意味します。それに対 して議論 というのは，考えを

相互に交換す ることです。議論 にも聞 く技術は必要です

が，聞 く技術 はそれだけ単独でも大切なものであ り， と

きには聞 くことだけに集中すべきこともあるのです。

上手に聞 くためには，議論するときのように聞いた り

話 した りとすばや く役割を入れ替えるのではな く，腰 を

すえてじっ くり聞 くことが大事です。聞いた り話 した り

の切 り替えをしていた ら，気持ちを集中することができ

ず，話 し手の本心 を引 き出すことがむずかしくなるでし

ょう。

冒頭の話 に出てきたご主人は，明らかに，問題 を話し ・

合う相手ではな く，聞いて くれる人を求めていました。

話を聞いて もらえない という欲求不満の治療法は，だれ

かに聞いて もらうことなのでする

●聞 くことと問題解決 とを混同する。聞 くことは，解

決法 を提案す ることではなく，理解することです。次の

段階として，解決法 を探す手伝いが必要になることもあ

るでしょう。しか しそれは聞 くこととは違います。実際

はそれが聞 くのに役立つどころか，か えって妨 げになる

ことさえあるのです。
せいさん

ある女性が聖餐会か ら帰宅 して，深いため息をつきな

がら夫に言い ました。「私，証が弱 くなっているみたいな

の。 きょうはちっとも霊的に満たされなかったわ。」

このようなとき，私たちはす ぐに助言 して問題を解決

しようとするのではないで しょうカ〉。しかし，聞 き役か

ら解決法の提案者に転 じるのが早すぎると，伴侶の気持

ちを本当に理解するチャンスを逸 して しまいます。その

結果，鈍感だ と受け取 られた り，ひ とりよが りと思われ

るかもしれ ません。問題の解決は，しっか り聞いて理解

した後で行なわな くてはな りません。

この場合，夫 はこう答えました。「証が弱 くなっている

ってPど うしてそう感 じるの?」 妻への思いや りを示

し，妻が気持 ちをもっと深 く掘 り下げるように促 しまし

・た。

●間違いを正そうとやっきになる。怒 ったり責めた り

などの強い感情 を表わす ときは， とか く誇張があるもの

です。.耳を傾けるときは，事実 を訂正することよりも，

相手の言お うとしていることに集中することが必要です。

あるご主人が私にこう言いました。「妻 は何で実家の

母 と1日 に3回 も4回 も話をしな くちゃならないんでし

ょうかね。」

す ると奥さんが，「そんなことないわ。1日 に4回 も話

したことなんてありま甘んよ」 と言い返 したのです。・

ご主人は，「とんで もない。あ 回電話 した日が少な くと

も2日 はあっだぞ」 と反撃 しました。

ふた りは奥 さんが1日 に何回お母 さんに電話 したかに

ついて，言い合いを始めたのです。肝心の，妻 と母親が

密着 しす ぎて夫婦の間が うまくいかないとい う夫の不満

はそっちのけで した。

相手に事実を理解させればそれで事は足 りると考えて

いる人 もいますが，懸情が高ぶっているときには，事実

は問題ではない場合が よくあります。間違いを正 して事

実をはっきりさせるととに執着すると，お互いの理解 を
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妨げることにな ります。

●耳 をふさぐ。本当は聞 きた くない と思っていること

は，誤解して受け取 りがちです。どんなに明瞭に語 られ

ても，自分に とって不快なことは認 めなかったり，自分

なりの解釈をしたり，正 しい理解 をし損ねた りすること

があるのです。たとえば私の十代の娘が何かをねだると

き，「いいよ」という返事はい ともたやす く理解できるの

に，「だめだ」という返事 には納得がいかないらしく，あ

れこれ と質問して くるのです。

聞き手が，あることについてすでに自分なりの結論 を

出している場合には，それにそぐわないことに対 して耳

をふさいでしまいがちです。落胆や不安，恐れな どの否

定的な感情があるときは， どんなにはっきりと言われて

も拒絶する場合 もあります。私たちは相手の語 ることに

自分の感情 を投影 させずに，話 し手の気持ちを聞 き取 る

ことに集中しなければな りません。

以上，蘭き上手 になるための6つ の 「すべぎではない

事柄」を見て きました。では次に，「すべ き事柄」を考え

てみ ま しょう。

上垂塗聞煮方....す 岱登事柄

●心からの関心 を示す。天気やスポーツなどの日常の

話題 は，それほど熱意 を込めて話す必要はないか もしれ

ません。 しか しもっと内面的な事柄や，話すのがつらか

ったり，険悪な事態をも招 きかねない話題については，

真心からの関心 を示す態度が大切になってきます。聞き

手が自分のことを本当に心配 して くれていると感 じなけ

れば，心の奥底 にある正直な気持ちを語る人 はほとんど

いないでしょう。好奇心か ら知 りたがる，がみがみ小言

を言 う，脅す，権威 を誇示する， これ らはみな真心から

の心配 とはかけ離れた貧 しい動機から出る行ないです。

●ときどき言葉をはさむ。聞 きなが ら， ときどき相手

の言わん とすることを簡単 に要約 して くださり。そうす

ると，あなたが聞いていることや理解 していることが伝

わり，誤解があれば訂正 もで きます。1
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聞くことはあらゆる人間関係の基本です。

私たちが聞き上手になればなるほど，

健全で実りある人間関係を築くことができるのです。

あるとき，カウンセ リングをしていると， このような

ことがあ りました。奥さんが心の底を打 ち明け，ご主人

は何 も言わず にときどきうなずいていました。話が終わ

ったとき，ふた りは仲良 く時間を過 ごし，前 より親密 に

なれたように見受けられました。帰 るとき， ご主人が次

のカウンセ リングでは少 しだけ一対一で話をしたい と言

ったので，奥 さんの承諾 を得てか ら承知 しました。その

カウンセ リングで，ご主人 は私にこう言ったのです。「こ

の前 は話をするチャンスがほとん どなかったので， きょ

うはひ とりでと思いました。話 したいことがた くさんあ

るんです。」

こめ男性は奥 さんと親密な時間を過 ごしたのではあ り

ませんで した。実は，会話を独 り占めされていらいらし，

奥 さんの話に耳を傾 けるどころで はなかったのです。相

手の話を要約 したり，ち ょっとした意見 をはさむ と， こ

のような行 き違いを避 けることがで きます。

●言外の意味を読み取る。 コミュニケーションのうち，

言葉による伝達は30パ ーセントにしかすぎません。大半

は言葉以外のもの，つまり表情や しぐさ，声色，態度な

どによるのです。「あなたはどう思いますか」とい う単純

な言葉 も，言い方次第で反感，怒 り，ユーモア，驚 き，

好奇心など，様々な感情 を表わします。

調査によれば，一般的に言 って男性 よりも女性の方が

言外のニュアンスに敏感です。 このことは男女間の誤解

の原因 となる場合があ ります。男性 は，言外の意味 を理

解するために女性 よりも努力が必要であり，女性は， こ

ういった商 での男性の鈍感 さに寛容 にならな くてはなら

ない と言えるで しょう。

●相手の気持ちを理解す る。先に述べたように，要は

感情の問題であるのにもかかわ らず，事実 をうんぬんす

ることが多い ものです。そのような場合には，言葉 より

もむしろ，その言葉が どのような状況で発せられたかに

よって本当の気持ちがわかるものです。たとえば 「太陽

が輝いている」は，事実を述べた短い言葉です。 しかし

それを，洪水をもたらし，災害を引き起 こし，死者 まで

出した嵐の後で言った とした ら，それは単なる事実 を超

えた劇的で深い意味 を持つ感情表現 になります。

強烈な感情は，しばしば間接的，あるいはあいまいに

表現されます。話し合いが どのようになされたか とい う

状況の方が，実は言葉 自体が持 っている意味 よりもよく

感情や心情を伝 えることが多いものです。

●聞 き手の感情はわきへ置 く。話を聞いて感情的な影

響を受 けることはままあ ります。 しかし良い聞 き手 にな

るには，自分の気持ちはさておき，相手の言うことを理

解す ることに集中 しなければな りません。

たとえば伴侶が，こう言ったとします。「あなたのお兄

さんが今度はこんなことをしたのよ。 もう顔 も見た くな

いわ。」

あなたは当然お兄 さんをかばいた くなるでしょう。 し

か しそうした反応を示せば，お互いを理解する機会 を逃

して， その代わ りに口げんかが始 まるか もしれ ません。

自分 の感情はひ とまずわ きへ置いて，「随分怒 っている

みたいだね。 どうしたんだい」 と聞いて ください。そう

すれば，伴侶の気持ちを認めなが ら詳 しく説明する糸口

を与 えることになるのです。 あなた自身の気持ちについ

ては，問題をしっか り見極めてか ら後 に整理す ることに

しましょう。

聞 くこ とはあ らゆる人間関係の基本です。私たちが聞

き上手 になればなるほ ど，健全で実 りある人間関係を築

くことができるのです。
なんじ

主 は，「汝 らつつ しみて，わが神なることを知れ」(教

義 と聖約101：16)と 言われ ました。 この言葉は，私たち

が慎んで聞 こうとしなければ，神 を理解することもみ旨

を聞 くこともできない と示唆しています。 そして私たち

が 自分 の関心事をわきへ置 き，自分の考 えを述べること

は後回しにして， まず慎んで相手の言 うことを聞こうと

しな ければ，人を理解す ることも話 を聞 くこともで きな

いと教 えているのです。□

*ラ リー ・K・ ランロイス兄弟=夫 婦および家族の問題を扱

うカウンセラー。カリフォルニア州パサデナステーキ部で両

親のためのクラスを教えている。
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一・糸渚 に い る と

ラーラ ・マイゼク

礁 華霧

蒋難畿
£婁美轟欝 灘
なると，家族か ら遠 く

離れ亡住むのはどんな
灘ふうだろうと考えた り
，

ときには家か ら絶対離れ

た くないと思った りして

しまいます。

・ き騨

霧

難

欝翻
　灘灘羅 欝 懸 麟、

朧 灘 耀1
， 懸雛 鑓 鰯1懸

緯繕驚騨蹴1鍵
父は教会員ではあ りませんが，私は心から尊敬 してい

ます。家のあちらこちらを修繕 した り，家族や隣人に助

けの手 を差し伸べようと，いつも努めています。そして

妹 と私が仕事の手伝いをするのをとても喜んで くれ ます。

母は縫い物 と編み物が得意で，

雛 私が ミシンの調子 を悪 くした

雛、鍵 欝 襲魏激
撫 母はいつで も私たちのため
に時間を割 き，私たちが

、、・.議 話 したい と思 うときは

灘 いつでも話を聞いて く

れ るのです。
　

籔 妹 は末っ子で，私

懸 より3歳 年下ですが，

雛騒 灘 器緒
灘 ，.騒 ま肱 私たちは大

ですが，それ以上 に大切なのは，いつも一緒 にいること

で，お互いの愛がよく理解で きることです。私たちはま

だ永遠の家族 として結ばれてはいませんが，いつの日か

永遠に一緒に住めるようになることを祈っています。□
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主の側 に立つ

o

七十人第二定員会会員

ジョージ ・R・ ヒルIII長老

対
立する様々な見解を耳 にして混乱 してしまった と

きには，善 と悪 を対比 して考 えてみると，何が正

しいかわかるでしょう。

ジョージ ・アルバー ト・スミス大管長は，世 の中には

人 を感化する力がふたつあるとよく言われ ました。「ひ

とつは，人を高 める建設的な力で，それは天父か ら来ま

す。 もうひ とつは，人格 をおとしめる破壊的な力で悪魔

か ら来 るものです。〕「主の側 に立って生活 しているとき

には，サタンの力は私たちに影響を及ぼす ことはできま

せん。 しか し，義の境界線を踏 み越 えて，悪魔 の領地 に

迷い込む と，サタンの支配下 に置かれることになるので

す。」(「イ ンプルー ブメ ン ト・エ ラ」1935年8月 号，

p.278)

人は主の声 に耳を傾 けるか，サタンに聞 き従 うかを選

ぶ ことがで きます。主の足跡 に従いたい という心からの

望みを持ち， 自分自身 を制御で きる人 に対 して，サタン

は悪に誘 い込む力がない ことがわか ります。サタンは，

そそのかしはしますが，強制 はで きないのです。

福音の計画がすべての点で完全な生き方を示す もので

あることを知 っている私たちは， 日々の祈 りの中で主の

戒めを守ることを新たに約束し直すべ きではないでしょ

うか。日々，決意を新たにするには，「これは福音の原則

に添っているだろうか。サタンの領地に迷い込んでいる

のではないだろうか」 と慎重に考 えてみることも必要で

す。

義の原則を実行 し，そうすることでサタンの策略か ら

逃れるなら，主の側 にとどまろうとい う決意を強めるこ

とができると思います。

福音 の原則が真実であると知っている以上，その原則

に一致 した行ないをしようではあ りませんか。
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主の教え

イエス ・キ リス トの福 音

1。 福音は壮大です。そこには善なるもの，真実なるものがすべて含 まれています。

2.福 音のあらゆる原則 と律法は，それを守って生活する人 を高め，自由にするものです。

3.福 音の原則に一致 した行ないはすべて，生活を改善す るものです。

4.福 音 は神の息子や娘である私たちの永遠の行 く末 を説明しています。

5.福 音は，私 たちには自由意志が与えられ，地上での生活 において試練 を受けると教 えています。

6.福 音は，なぜ この世に善 と悪が存在するのかを説 き明か してい ます。

7.私 たちは，みずか らの罪を認め，悔い改めるな らば，霰 されるのです。

8.福 音 は，この世 において私たちの得 る一切の知識 と英智は，「何にてもよみがえ りの時われ らと共によみがえ

る』(教 義 と聖 約130：18)と 教 えてい ます。

9.福 音の原則 に添って生活するとき，みたまを受け，平安や喜びが与えられ ます。

10.福 音は健康の律法 を教えています。、それを守って生活すれば，体力，活力が与えられて病気 にかか りにくく

な ります。

11.人 を愛 し，喜んで奉仕することを学ぶにつれて，愛に満 ちた人間関係 を築 き，幸福 を見いだせ るようにな り

， ます。

12.福 音の原則に従 って生活す ると，家族間の愛 と一致が強め られ， より一層幸福を得 ることがで きます。

13.福 音 に従 い福音の原則 と一致した行ないをするなら，世の人々の私 たちに対す る信頼，信用が増すで しょう。

14.福 音の原則 に従って生活することにより，家族が昇栄にあずか り，永遠の喜びを味わうことがで きます。

15.主 は ， 日の光栄の王国にふさわしい主の子供 たちに，ご自身の所有す るすべての ものを与えると約束 され ま

し た 。

けいけん けんそん

16.主 は 次 の ように勧告 され てい ます 。「信仰 ，徳 行，知識 ，節制，忍耐 ，兄弟 の親切 ，敬塵 ，慈悲，謙遜，勤勉

などの諸徳を忘 るることなかれ。』(教義 と聖約4：6)私 たち1よ 神 とキリス トが住 まわれる日の光栄の王国

にふ さわ しい者 とならな くてはな りません。
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」
り

の

と

以

な

一

つ

て

る

よ

も

分

だ

証

仰

く

く

に

と

り

る

な

証

る

る

ば

ヤ

せ

る

述

自

こ

で

と

て

従

し

き

い

要

自

る

に

信

よ

深

Ｌ

き

き

限

ず

に

が

べ

い

れ

シ

ま

い

を

。

る

の

こ

つ

に

力

で

な

必

，

き

き

の

は

。

と

す

と

抜

い

感

う

れ

述

て

け

ツ

り

て

証

ん

い

い

る

願

え

努

も

べ

る

ら

で

と

分

の

す

つ

で

た

を

な

を

よ

こ

を

つ

な

レ

あ

べ

て

せ

て

よ

あ

ら

教

と

と

述

え

な

を

た

自

る

で

も

と

め

れ

し

味

ぶ

，

証

知

わ

プ

は

述

ね

ま

つ

ば

で

か

の

う

こ

を

考

ぜ

い

し

，

す

ら

て

こ

始

そ

り

い

結

り

の

言

う

要

が

ま

り

か

れ

理

心

音

よ

う

証

と

な

思

現

り

り

か

む

与

ん

む

の

ど

か

碇
鮒

う

と
り

ん

あ

じ

待

ま

れ

た

よ

助

あ

せ

が

感

期

り

ら

ま

し

一
は

灘
第
謡
譲
鞭

．
が

私

シ

か

こ

会

よ

わ

問

す

証

「

ツ

人

る

教

し

と

は

言

糠
論
慾
窮
灘

る

う

は

証

く

ら

は

本

を

れ

よ

に

で

な

得

が

ら

い

き

由

い

が

と

れ

な

と

理

て

証

こ

入

ら

。
の

つ

ら

う

け

な

す

け

持

た

い

受

ば

ま

だ

を

し

と

て

れ

り

う

証

う

た

し

け

あ

い

た

ど

得

と

な

き

と

し

。
を

員

わ

ど

ら

と

か

証

会

言

き

か

り

う

ら

教

と

と

る

き

よ

た

，

」
が

い

つ

し

し

も

す

と

て

は

で

う

で

ま

こ

れ

。

。
り

る

さ

す

る

，

義教の会教肱あでのもたれらえ

見意の年少青

む

の

証

い

な

シ

い

そ

そ

思

ば

ツ

さ

と

，
り

と

れ

レ

だ

う

し

限

る

け

プ

く

お

愛

る

き

な

う

で

思

を

い

で

べ

い

い

う

’

主

て

は

述

と

な

ど

が

つ

と

を

ど

じ

が

た

従

こ

証

な

感

人

な

に

る

。

い

は

の

あ

め

得

す

な

一

か

戒

を

ま

ら

ヤ

ほ

な

め

信

だ

の

れ

う

育

：

み

つ

て

あ

出

証

を

２

の

み

得

ら

も

に

歯

聖

望

い

認

繕
黙

鍛

欄
鄭

讐

欝

灘

朧

。讃
聯

纏
働
継

観
繋

醗

鍛

伊

鄭
繋

嚇
薩

激

欝

輔
懲

識
瞭
膿

し

言

な

す

い

部

信

で

九

は

言

の

み

初

す

と

ま

し

つ

あ

ア

種

進

き

き

葉

，
れ

砂

椥

泌

犯

舷

吟

助

舷

馴

脚

旅

注

ぼ

晦

瞭

か

御

嘱

縦

騨

鰍

謄

謙

舷

０

結

諦

燭

し

ら

て

よ

で

葉

ほ

な

て

ー

ア

よ

り

活

た
乱て

得

つ

目

え

必
：
２８

こ

て

種

て

の

を

で

・
く

が

し

じ

け

言

る

に

て

２７

る

ま

生

な

し
・・を
，
持

歩

教

る

る

え

し

育

神

典

ん

　

て

い

原

で

持

す

ア

人

る

う

者

に

し

し

。
証

こ

と

し

法

に

い

と

の

と

を

で

に

た

得

よ

言

々

・て

も

ち

で

保

会

よ

す

に

ど

か

か

方

め

つ

い

そ

こ

任

め

昔

い

を

じ

㌧予

・人

し

が

立

答

紡

轍

机

鯨

罐

激

即

弦

醗

剖

か

け

」

稀

耽

號

ち

褐

績

櫨

勘
歴

彊

洞

鵡

独

議

姉

御

回

な

し

の

会

す

こ

な

と

ば

か

か

ず

原

知

持

活

動

が

住

た

か

し

よ

助

た

ふ

い

。

り

機

ま

る

に

違

す

あ

ぶ

り

す

能

間

ま

を

学

あ

席

可

は

れ

態

，
が

出

が

た

ら

状

れ

要

に

れ

な

い

の

入

必

会

そ

あ

で

分

け

る

集

，

ん

員

自

受

す

の

り

ろ

会

，

た

れ

な

し

ま

の

に

を

生

・
行

と

じ

け

か

。

。

音

か

み

・て

の

こ

感

つ

な

す

す

福

確

望

つ

分

う

と

を

は

で

ま

だ

で

い

従
、
自

い

い

手

の

題

り

ん

分

強

に

。

と

な

ら

う

問

あ

学

自

う

則

す

つ

が

か

い

い

は

，

に

し

る

ま

の

な

な

て

つ

陸

う

「
き

い

そ

う

あ

し

を

大

ど

で

で

は

よ

「

ま

力

響
蹴

湘
議
磯

号朋句㎜
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１

む

む

心

と

心

れ

で

が

れ

自

ん

て

れ

シ

い

の

お

マ

４

関

い

に

ら

実

と

ら

の

せ

じ

け

ツ

さ

つ

う

ル

章

る

音

て

か

食

つ

で

は

で

す

め

せ

の

の

な

に

た

み

お

真

こ

れ

前

ま

感

な

レ

だ

３

よ

ア

ー０

祈

福

え

心

断

と

る

証

聖

で

も

ま

上

こ

き

た

り

望

て

が

る

忘

以

り

に

わ

プ

く

の

る

●
書

・

，
教

に

●
ひ

き

の

神

の

の

り

地

ら

で

な

知

い

せ

音

知

を

れ

あ

心

言

う

で

次

み

ー

イ

２

て

を

父

３

が

起

私

も

も

上

あ

の

か

は

あ

を

強

寄

福

く

と

そ

は

を

い

い

て

ナ

い

と

天

食

が

て

い

地

は

こ

私

と

理

の

を

，

や

こ

来

と

真

た

頼

は

う

の

以

こ

，
な

信

私

よ

日

。

る

き

あ

の

。

と

た

ん

戻

抱

う

ら

す

る

き

せ

に

を

い

か

ま

あ

で

ま

分

と

と

な

こ

い

じ

い

な

感

な

ら

は

い

な

一

も

ば

ヤ

む

ツ

し

。

ロ

む

ず

こ

，

。
断

跡

と

な

の

で

，
も

こ

践

す

モ

読

ま

る

う

る

と

奇

て

の

こ

の

ら

の

る

実

ま

と

を

ざ

あ

よ

す

り

，

つ

え

は

も

か

も

去

。

を

し

章

節

ひ

で

る

い

祈

て

。

と

が

証

た

す

る

り

す

と

め

３２

５

夕

実

さ

願

。

つ

う

に

け

の

得

で

な

取

で

こ

勧

書

一

朝

真

だ

お

る

な

よ

分

か

こ

ら

。

か

を

の

。
が

く

ら

す

に

し

自

，

。

か

ん

い

証

い

ンソン隔フプ
●ド

ライ庁艸，タユ

繭

励
ル

チ

Ｇ

メ

ビ

リ

ア

ズ

も

前

た

は

か

に

以

つ

私

分

私

も

な

。
自

は

私

に

す

，

ち

９

ち

で

は

持

す

持

ら

に

気

ま

気

か

め

の

り

な

る

た

た

か

う

あ

る

な

わ

よ

が

得

あ

く

じ

と

を

よ

同

こ

証

，

，

と

た

て

勉

た

，
だ

な

れ

自

つ

ま

気

強

る

う

さ

に

，

つ

し

の

し

ば

が

に

ご

，
従

り

も

に

き

ど

だ

中

い

あ

力

典

と

れ

と

う

。

ば

に

な

で

当

で

。

く

の

し

が

努

聖

固

い

こ

よ

す

れ

え

に

分

本

が

す

で

音

正

の

に

と

確

て

る

る

ま

な

教

う

自

，

と

で

い

福

は

も

え

り

，
け

い

き

し

に

る

よ

，

に

こ

ず

な

．

。

け

る

支

祈

ず

続

て

で

東

部

い

る

果

ち

る

は

め

た

だ

え

を

。

さ

き

れ

解

約

一

て

き

結

う

べ

る

ら

し

分

思

れ

い

か

抱

ら

理

を

の

じ

で

の

い

述

な

き

ま

部

ら

そ

さ

欠

を

え

ん

と

活

信

活

そ

な

を

に

あ

め

の

か

，

だ

を

標

教

だ

こ

生

の

生

。

か

証

う

，

。

始

こ

心

ら

く

強

目

今

ん

る

が

分

て

す

つ

い

よ

そ

い

まりあがとフ」たつなにち

。

持

す

欲

何

を

や

し

ぎ

た

餐

の

私

は

別

。
こ

つ

し

が

は

り

う

席

ら

れ

聖

こ

。
音

特

す

は

知

ま

証

私

祈

よ

出

和

ふ

や

び

す

福

の

で

分

と

き

な

。

に

て

に

が

あ

会

た

ま

が

私

の

自

る

付

別

た

心

し

会

心

が

証

び

き

れ

う

た

も

あ

気

特

し

熱

そ

猷
餐

，
涙

，

た

起

こ

い

し

で

で

も

の

ま

，

。
齢
聖

に

ら

来

，
が

，

と

感

ま

実

に

分

い

し

た

，
き

か

以

に

と

き

る

実

れ

真

と

自

思

食

し

日

．と

目

。

き

こ

と

あ

と

そ

が

こ

は

と

断

ま

る

た

，
す

と

な

の

で

だ

，
会

た

私

い

も

げ

あ

い

め

で

の

う

あ

実

証

た

教

い

。

し

度

捧

く

て

始

の

会

よ

は

真

の

ま

の

て

た

ン一ボ●，「イ

丁ライ庁州タユ

寿

劇

励

ル

リ

ｑ

メ

ビ

ク

ア

ズ

う

つ

あ

霊

な

。

に

け

ま

ど

い

は

，

し

す

代

続

は

か

と

要

皆

宗

で

何

い

れ

る

ら

必

は

改

ら

え

集

そ

あ

か

る

ち

に

か

と

に

，

。

で

い

が

た

音

い

た

会

も

す

実

な

し

私

福

な

が

教

て

で

真

ら

か

。

で

ら

族

て

し

題

が

か

ず

ん

味

な

家

つ

と

問

会

わ

恥

せ

意

ば

の

た

る

の

教

が

，

ま

な

れ

分

わ

い

別

か

て

り

的

け

自

も

て

た

ズルロ●Ｓ●

む

る

を

出

。

れ

と

法

で

も

，
初

す

に

く

い

い

証

み

す

す

ご

理

け

う

ね

て

で

境

や

て

で

で

踏

ま

え

る

調

わ

い

重

経

の

逆

う

つ

ん

け

を

り

さ

得

席

る

と

を

を

な

や

よ

ま

望

だ

歩

な

い

を

即

あ

証

食

練

の

練

，
深

と

れ

一

に

従

証

う

が

。
断

試

も

試

て

れ

い

そ

第

と

に

も

い

の

ん

と

は

る

が

れ

ま

た

，

の

こ

れ

で

と

も

せ

り

に

れ

仰

さ

く

　

得

は

め

る

こ

に

る

な

ま

祈

き

ら

信

試

ぐ

す

は

ま

を

た

た

い

，

ぐ

き

う

り

，

と

得

の

て

は

で

父

れ

証

な

る

て

も

す

で

よ

あ

は

た

て

分

つ

も

の

天

ら

あ

得

し

で

ば

が

の

は

の

ま

め

自

よ

証

く

お

トスエウスリラ

斎

井
ド

ニ

ｑ

一

一

ト

オ

ミ

て

レ

つ

愛

守

を

見

た

を

な

た

あ

な

。

あ

す

確

の

自

の

。

を

と

り

の

し

り

に

つ

り

だ

人

私

そ

す

マ

の

あ

心

を

あ

え

た

な

ま

い

。

，
ま

ス

そ

は

，

と

が

支

が

く

は

な

す

ら

り

テ

，
証

だ

こ

ち

を

間

強

会

い

で

か

か

プ

も

な

た

い

持

れ

時

も

教

て

の

す

わ

バ

で

か

。

よ

気

そ

。
証

，

つ

る

で

く

に

。
確

た

か

う

，

た

の

ん

持

あ

者

よ

前

た

は

し

何

い

で

し

私

ろ

を

も

宗

は

年

し

に

で

，

と

の

ま

，

ち

証

に

改

ち

２

ま

私

ん

は

る

た

き

れ

も

な

め

も

持

は

け

，
せ

で

い

し

て

つ

か

た

身

気

私

受

き

ま

中

て

ま

し

に

号月１０年蜘
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ま

と

と

親

た

て

い

初

つ

よ

ち

私

の

与

ま

信

た

会

い

。

ち

で

し

ん

こ

両

い

え

つ

て

に

る

た

，

分

を

き

の

い

教

て

す

持

の

加

ち

い

た

て

考

に

し

会

知

人

に

自

感

付

分

て

の

つ

で

気

も

参

き

な

ま

つ

ず

音

解

教

く

友

き

が

足

気

自

つ

こ

か

の

た

い

部

は

ら

。

わ

ら

福

理

の

深

い

と

の

満

に

と

合

も

わ

た

つ

し

全

に

か

た

教

残

は

で

ち

り

た

る

も

い

と

ち

し

で

と

い

わ

ら

ず

話

わ

し

で

て

私

味

た

よ

し

い

う

深

こ

た

話

分

る

付

味

ば

必

の

，
ま

ま

い

。
意

人

前

ま

て

い

に

る

人

て

自

あ

気

に

す

は

人

け

し

れ

つ

た

の

友

以

り

し

と

実

れ

友

い
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で
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傾

問
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に
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，
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を

音
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つ

に

実
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と

当

む

動

た

を

質
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と

ま

本

て

て

に

話

福
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て

た

に

き

真

こ

の

本

た

だ

で

い
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は
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て
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い
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え
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と

が

た
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め
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．
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築
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が
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が
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ど
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は
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で
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，
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．
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て
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が
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は
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得

。
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。

て

し

を

す

に

め

書

深

も

く

こ

い

い

ま

い

ふ

状

て

自

べ

り

の

ま

ら
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。
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を
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の

。
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を
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て
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を
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を
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。
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と
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る

・
イ

ナ

。

と

み

さ

は

こ

と

経

通

得

ま

に

の

，

に

段

と

は

た

。

い

で

読

そ

つ

種

け

で

い

め

る

い

に

が

こ

出

，

よ

。
な

ら

て

始

な

さ

心

と

。
が

ロ

モ

ま

る

必

く

し

つ

モ

読

か

あ

伝

た

か

の

こ

よ

か

し

れ

理

典

え

に

す

て

か

て

れ

に

だ

の

こ

す

果

調

鎚

②

㍊

老

ン

長

ド

ジ

ン

ツ

ロ

ホ

’

．

・

ス

ン

リ

ヨ

ギ

ジ

イ

部

む

む

お

ま

出

準

ん

の

は

り

を

を

で

あ

い

と

教

私

の

す

は

つ

か

違

ろ

こ

け

促

し

え

ま

教

と

の

経

が

要

と

後

で

な

い

も

た

ば

を

て
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だ

。
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与
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が

こ

は

こ

，

こ

い

し

に

す

つ

ず

め

と

で

と

，

の

す

る

長

い

を

あ

も

た

宗

モ

必

む

じ

ら

こ

よ

だ

多

ま

と

一

尋

つ

伝

と
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を
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を
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と
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が
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が
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。
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こ

る

に

や

持

す

い

て

部

こ

別

ん

と

の

れ

ち

種

う

適

て

同

て

，

で

つ

。
言

度

通

せ

ん

の

法

気

て
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証
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を
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が
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が

て
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が
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に
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自
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で
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て
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す
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を
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を
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て
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も
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を

。
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が
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が

得

。

え

必

い

い

。
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に
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が
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仰
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が
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る

。
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は
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と
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ど
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て
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が
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が
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は
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と
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が

気
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自
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も
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に
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気
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奉仕の喜び

ロウ レニ ー ・フォーシ 工 卜一

19
88年 のことです。ブラジルのサンパウロにあるジ

ャカナワー ド部の若い女性3人 は，教会の近 くの
』

療養所に住んでいる年輩の婦人 たちを訪れたい と強 く願

っていました。

乙の思いはやがて，「おばあちゃんをつ くろう」という

奉仕計画に発展することにな り， まもなくワー ド部のほ

かの若い女性 たちも参加 し始 めました。その後，ほかの

ふたつのワー ド部からもた くさんの若い女性が参加 しま

した。今では，教会員でない人々 もその奉仕計画を手伝

ってくれています。

これらの若い人々は，キ リス トの純粋な愛を持つ とは

どういづことかを学んできました。療養所 にいる老婦人

たちの生い立ちは様々です。自分の両親のことや，自分

がいつ， どこで生まれたかさえ知 らない人 もいます。

そのうちのひ とりに，セバスチャナ ・マ リーア ・カタ

リーナ ・デ ・ゼゾースという話好 きで明るい婦人がいま

す。車いすにち ょこんと座っている彼女 は，自分の年 を

知 りません。 また，親類 も見舞い客 もいません。愛 と奉

仕の精神に満ちた若い人々の訪問を受 けるようになって

から，彼女はすっか り別人のようにな りました。カタリ

ーナは今， 自分には家族がいると感 じています。彼女 は，

新 しい家族であるこれらの若い人々 と時間を過 ごす こと

を何 より楽 しみにしています。

79歳 になるフローラ ・エスペランサ ・ガラシーは家族

の話になると表情を曇 らせ ます。彼女のために誕生パー

ティーが開かれたことがありますが， この思いが けない

プレゼン トはフローラにとって生涯忘れ られない思い出

となり.ました。今では彼女の唯一の財産 とも言えるこの

若い友人たちをフローラは温か く抱 きしめるのです。

75歳 くらいに見 えるベルジイーニヤ ・フェルナンデス

も，自分がいつ生 まれたのかを知 りません。療養所 の周

りを歩 くのがやっとで，耳 もあまりよく聞こえません。

しかし，新 しい友達 に親 しく接するときの顔は喜びに輝

いています。

これ らの若い人々はいつ も励 ましの言葉を語 り，老婦

人たちを手助けすることをい といません。思いや りを示

すのに，何 もむずかしいことをする必要はありません。

カタリーナにはタオル， フローラには洋服，ベルジイー

ニヤにはケーキを， という具合 にすればよいのです。 こ

れらの若い人々 は，よい羊飼いの群れの1匹 が持ってい

る必要 を満たさな くてはならないのを知っています。愛

とやさしさと思いや りを無償で与え，大 きな報いを受け

ているのです。□
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旧 友

リチ ャー ド ・W・ カー タ ック

18年振 りに会ったデュースは，酒びたりで家もない，

哀れな姿でした。

σ

あ
る6月 の午後の ことでした。仕事上の集 まりに出

ド

るために町 を歩きながら，扉の開け放 された1軒

の居酒屋の前にさしかかうた とき，私はふと中をのぞい

てみたいという衝動 に駆 られました。しかし私の目に入

ったものは，長いカウンター と一列 に並んだ丸いすだけ

で した。私 はきびすを返 しました。 もともとそんな場所

には興味があ りませんで したし，第一 そのような所 には

足を踏み入れる気にすらなれませんでした。しか し，再

び歩 き始めた私の心 に，戻って中をもっと調べるように

という今までにない強い思いがわいてきたのです。

、私 は不思議な気持ちでその居酒屋 に戻 り，入 り口か ら

中をのぞき込み ました。「こんなことをして何 にな るん

だろう。」そう思いなが ら見 ると，カウンターの後 ろにバ

ーテンがひとワ立っていただけで した。私 はまた歩 き始

めました。でも，角の ところで信号が変わるのを待 って

いたとき，戻 らなければならないという気持 ちが前 より

もさらに強 くわ き上がってきたのです。私 は戻 りました。

人の気配はな く，バーテンの姿 さえありませんでした。

私は奥 に進みました。すると隅の方に人影がありました。

ひとりの男が，目の前 のグラスに覆いかぶさるようにし

て，丸いすに座 っています。ぼさぼさ頭で無精ひげを伸

ばした顔 には，何 とな く見覚 えがあるような気が しまし

た。

近寄 るにつれ，ある人の記憶が よみがえって きました。

小柄できゃしゃな体つきも似ています。 まさかデュース

じゃ……。(本 当の名前 はドゥエインでした)デ ュースに

は18年 も会っていませんでした。でも，デュースがこん

な姿で私の前 修現われるなんて信 じられない気持ちでレ

た。「デ丘一ス，デュースかいP」 私 は尋ねました。その

男はぼんや りと辺 りを見回しましたが，何 も答えません。

「デュース， ここで何 をしているんだ。 まさか君だなん

て，信 じられないよ。」

まさしくそれはデュースでした。十代のころ，親 しく

過 ごした友達でした。

デュースと双子の兄弟のエースは，親 とはうま くいっ

ていたのですが， しつけらしいしつけを受 けた ことはほ

とんどありませんでした。父親 は勤勉な理髪師で，』人好

きがするもあの酒におぼれがちだった妻の世話を，なに

くれと焼いていました。

デュースは子供のころに患った小児まひのために足が

ひどく不自由で，片手 もあまりよ く使 えませんでした。

また十代のときに2，3回 大 きな事故に遭 ったために，

つえに頼ることを余儀 な くされまし左。 しかしこうした

障害 は，むしろ彼の絵 の才能 に磨 きをかける結果 とな り，

彼自身 も油絵 を描 くことに没頭す るようになったのです。

彼の絵は写実的で生 き生 きしていました。今でも思い

出すのは トラの絵です。カンバスから飛び出して来 るの

ではないかと思うほど見事な ものでした。

その後，海軍に入隊した私 は，デュースと接触する機

会を失ってしまいました。聞 くところによると，エース

も海軍に入 り，それか ら先の行方 はだれにもわからない

ということでした。

「だれだい。」デュースは物憂げにそう言いました。
「リチ ャー ドだよ。昔の友達だよ。」

かすかに記 憶が よみが えったのでしょうか，彼の目が

一瞬光 り
，やがて泣 き出 しそうな顔 になりました。健康

状態がす ぐれないのは明 らかで， レか も食事 も満足 にし

ていない様子で した。私 はやっとのことで自分がリチャ

ー ドであるこζを納得させ，外に連れ出しました。彼は，

歩行器を使 って もあまりよく歩けませんでした。私は彼
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を近 くのレス トランに連れて行 き，少 し物を食べさせま

した。そして，ようや くまともに口がきけるようになっ

た彼の話からわかったのは，金に不 自由し，安宿で相部

屋暮 らしをしているとい うことで した。
「デュース，大切な約束にだいぶ遅れてしまっている

んで行かな くちゃいけないけど，また戻っ「て来 るよ。」私'

はそう言って彼を宿 に連れて行 き，，入浴 してひげをそる

ように言いました。その日，用事 を済ませた私は，紳士

洋品店で洋服を買い，宿 に戻って彼に着替 えをさせまし

た。そして車で家 に連れて行 き，妻のバーナに紹介しま

した。

私 は夕食の席でその日の再会のい きさつを話 し，それ

から妻に私たちの友情のこと， また子供の ころデュース

とその家族 と一緒にいろい ろな経験をした ことを話 しま

した乙

その ころにはデュース もだいぶ頭がはっきりして きて，

どうして今のような状態に追い込まれたかを話 して くれ

ました。痛 ましい話でした。

彼にとって双子の兄弟工一スを亡 くしたことはとても

大きな打撃でした。それから何年か後には母親がアルコ

ール中毒で死 に， さらに父親が交通事故で帰 らぬ人 とな

って しまった とのことで した。商業画家として働いてい

た彼は，そうした苦しみを酒で まぎらす ようになり，や

がては職 を失い，障害者年金で暮 らす身 となったのでし

た。 この底 なしの沼に沈み込んでい くような生活 は長い

間続 きました。私が彼 と再会 したときは，あらゆる望み

を失い，絶望のどん底に落 ち込んでしまっていたのです。

彼 を宿 に送った後で，私はバーナ と彼の今の状態につ

いて，またこれか らどうδすればよいかについて夜遅 くま

で話 し合いました。彼が自活できないことは明 らかで し

た。「このままにしてお くわけにはいかないわね。」バー

ナはそう言いました。

「で もどうしたらよいのだろう。」私は言いました。

すると妻はこう言い ました。「ほか にどうしようもな

ければ， ここに連れて来ないといけないで しょうね。」

翌日，仕事をしていてもデュースのことが頭か ら離れ

ませんでした。午後，私は彼 を捜 しに出か けました。彼

は私の招 きに戸惑 ったようでしたが，私の家族 と住むこ

とを承知 して くれました。私たちは彼のわずかばか りの

持ち物をまとめて，家に向かいました。

灘籔謹響灘
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デュースは私たちの家族の一員でし

。 たが，幸福を祈りつつ彼を新しい家

庭へと遷 り出し，それからも手紙や
輝`

訪問を通して連絡を取り続けること

を約束しました。

繋

溺騰

欝 擁

私 たちの家族にとっては大 きな決断でした。部屋がな

いという理由か らではあ りません。妻や子供たちにとっ

て見知 らぬ男性 と一緒に暮 らす ことは，た とえその人が

危害を加 えないことがわかっていて も， ぎこちない もの

でした。事実，彼の姿は哀れそのものでした。歩行器を

使 っていて， しかも寝室が地下にあったので， 日に何度

かの階段の昇 り降 りは，大 きな負担で した。

私の家族 はデュースをす ぐに受 け入れました。栄養の

ある食事，休息，話 し相手，そして愛。デュースは次第

に立ち直っていきまじた。子供たちはデュースのやさし

くて物わか りのいい ところが特に気 に入っ

、.羅姦、， たようで した。で も，長年 にわたるアルコ
・鑛翻 一ル依存症は，なかなか克服で きるもので

はありませんでし左。それに体が不 自由で普

、継 通の動 きができませんでしたから，回復 はな

かなか大変で，完全 に立ち直 ることは無理

な話でした。最初の月はただ生活を良い方

慧 謹 雛 向に変えようと努力することだけでも+分灘 で した。時折，彼は子供や妻の家事 を手伝

っていまし左が， よろよろして頼 りにな りませんでした。

デュースはたびたび酒 を欲 しが りました。Fしかし，バ

ーナ と私 はそれをきっぱ り断わ りました。自分で手に入

れる方法 はまった くありませんでしたので・.酒 が断たれ
ると，彼 は体をぶるぶる震わせなが ら冷や汗を流 しまし

た。しかし，そのような方法ですでに体内にたまってい

る以上のアルコールを取 らないようにしているうちに，

やがて彼 は次第に自分を制御できるようになりました。

体が回復するにつれて，デュースはただぼんや りして

いられな くなり，再 び自分の才能 に挑戦 したいと思 うよ

うになりました。 そこで私は，彼 のためにカンバスを置

けるだけでなく， まだふらついている体 を支えることの

できる頑丈な画架 を作 りました。

もう長い こと絵か ら遠 ざかっていたデュースは，初め

思ったように筆が運ばず，いらいらしていました。 しか

し，やがて以前の勘を取 り戻 し，妻に感謝のしるしとし

て海の絵 を描いて くれ ました。それからは，作品が どん

どん生 まれました。そこで私は何点か売る手伝いをしま

したが，彼の技能が完全 に前のレベルまで戻 ることはあ

りませんでした。

このようにして，彼は私たちの家族の一員 とな りまし

た。それまで宗教 には縁遠い彼でしたが，私たちと一緒

に教会に出席し始めました。バーナ と私 は結婚 してか ら

改宗したので，デュースは私のあまりの変わ りように驚

いていました。それか ら彼 は宣教師 と会い，バプテスマ
の

を受けました。教会 のいろいろな教義，特 にどこも欠け

ることのない健康な体をもって復活すること，そして家

族 と再会できることは，彼 にとって大 きな喜びとな りま

した。

さて，彼は新 しい信仰から刺激 を受けて，新たな経験

を楽しんでいるようで したが，一方では自分が私たちの

家族 にとって負担になっているのではないか と思 うよう

にな りました。でも不自由な体では，完全 に自立するこ

とがで きないのは明 らかでした。

第2の 奇跡的な再会があったのはこのころです。ワシ

ントン州のシア トルにある私の家から約400キ ロ離れた

オレゴン州のポー トランドに出張 したときの ことです。

私 はそれまで泊 まったことのないホテルに泊まりました。

驚いたことに，私の荷物 を運んで くれたのが，行方不明

で死 んだとばかり思っていた，デュースの双子の兄弟工

一スだったのです。

エースは旧友 と出会ったことで， しかも自分の兄弟の

消息を知 って，た とえようもな く喜びました。そしてデ

ュースとエースの再会の場が間 もな く設 けられ，離婚 し

て独 りで住んでいたエースがデュースを引き取 ることに

なったのです。

デュースは虚弱な体質 と長年の飲酒のために，長寿を

全 うす ることな くこの世 を去 りましたが，最後 まで私た

ち家族は彼を 「デュースおじさん」 と呼んでずっ と親 し

く交流 を続けました。若 くして亡 くなったデュースで し

たが，彼 は福音 を見いだし，多 くの人たちとの実 りある

永遠の友情をは ぐくむことができたのです。□

*リ チ ャー ド ・W・ カータ ック兄 弟1ワ シン トン州 シア ト

ル ・シ ョアラインステーキ部シア ト・ル第旧ワー ド部で監督を

務め，1988年8月5日 に死去した。
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子供に対する
親の特別な責任

アジア地域会長会第二副会長

マーリン ・R・ リバー ト

『神 の子です』 という賛美歌があ
ります。 これ は初めは子供 た

'ちの歌でしたが
，す ぐに成人 の集会で。

も愛唱 され るようになりました。おそ

らくその歌詞が私たちの心情 に訴 える

力を持っているか らで しょう。天父 と

の永遠の結び付 きに関する教義上の基

本的な原則がその中に盛 り込まれてい

るからです。

1.神 の子です，私やあなた

あふれ る恵みに感謝 します

(折 り返 し)

私 を助 けて導いて

いつかみもとへ行 けるように

2.神 の子です，私やあなた

み言葉正 しくわか るように

3.神 の子です，私やあなた

み こころ行ない， また天に住 む

(賛美歌189番)

私 はこの賛美歌の中に歌われている

真理，すなわちすべての人は永遠 の父

なる神の霊の子供 である という知識 に

感謝 してい ます。私 たちは皆， この地

上に誕生 し，生 を受 けました。 どの幼

な子 も，愛にあふれた両親に見守 られ

導 きを受 けられ るように天父は意図さ

れました。最初の両親 であるアダム と

イヴがその模範 を示 しました。ダ ビデ

の子孫であったヨセフは，マ リヤが天

使 ガブリエルの訪れを受 けた後，彼女

を妻 に迎 え，天 父 に代 わ って主 イエ

ス ・キ リス トの父親の役割を引 き受 け

ました。ナザレではイエスの父 はヨセ

フと見 なされていたのです。(マ タイ

13：55参 照)

ヨセフは子供の世話をよ くす る正 し

い父親であり，夫でした。東方の博士

たちの訪問を受 けた後，主のみ使 いが

夢でヨセフに現われ，マ リヤ と幼 な子

イエスを連れて安全なエジプ トの地へ

逃れるように指示を与 えました。ヘ ロ

デ王が幼な子 を殺害 しようとしていた

か らです。ヘロデが死 ぬ と， み使 いが

再び夢で彼 に現われ，家族 と共にイス

ラエルの地 に戻 って も安全であること

を告げました。(マ タイ1章 参照)

こ こで重要替のは，天父が ご自分の

代理 として父親 の役を務めるヨセフを

尊重 してお られるという点です。 ヨセ

フは家族 を安全に守るために，天か ら

の指示 を受 けられるだけのふ さわしい

生活を送っていました。

幼な子キ リス トはこのつつ ましい家 、

庭で成長 しました。 ヨセ フは大工 とし

ての収入でつ ましく生計 を立て，イエ

スご自身 もこの家庭で大工 の技術 を身

に付 け られ ました。(マ ル ユ6：3参

照)家 庭にはイエ スのほか にも子供 た

ちがいました。ヤコブ， ヨセ フ， シモ

ン，ユダ， それに何人かの名前を知 ら

れていない少女たちが，その辺 りでは

イエスの弟や妹 として知 られていまし

た。(マ タイ13：55-56;マ ル コ6：

3参 照)ヨ セフ とマ リヤ はみずか ら模

範 を示 し，家族 のために好 ましい家庭

を築いていたので，「すべての事 を初

めか ら詳 し く調べて」いたルカ(ル カ

1=3)は ，イエスは 「ますます成長 し

て強 くなり，知恵 に満 ち， そして神 の

恵みがその上にあった」 と述べていま

す。(ル カ2：40)

確 か にイエスは特別 な使命を持って

おられ，神か ら受 け継いだその特質の

ために，明らかに，普通の人には享受

で きないす ぐれた点を持ってお られ ま

した。 それで も私たちは，親 として家
けんそん

族 を守 り育てたヨセフとマ リヤの謙遜

な模範か ら，多 くを学ぶ ことができま

す。彼 らの築いた家庭 は，大工 として

の収入で大人数の家族 を養わなければ

ならない，つつましく貧 しい ものだっ

たに違いあ りません。

主は幼い子供 たちに特別 な保護 を加
こ ど も

えられ ました。サタンは 「幼 き小児 ら

・を試むる」力 を与 えられていませ

ん。したが って，幼い子供たちは責任

ロ ー カル

1

の取れる年齢 に達す るまで罪 を犯す こ

とがで きません。主 はその年齢を8歳

と言 わ れ ま した。(教 義 と聖 約29：

47;18：42参 照)こ れ は時 の初 めか ら

神 の計画の中で も大切 な事柄で した。
おさなご
「幼児は罪を犯すこと 〔ができない〕」

(モロナイ8：8)か らです。子供たち

は罪 を犯す こ とがで きないので，「悔

改 めもバ プテスマ も一切不要」です。

(モロナイ8：11)モ ル モン経の予言者
とが

は，アダムの答の結果はイエス ・キ リ

ス トによって幼い子供たちから取 り除

かれていて，彼 らには何 の影響 もない

と教 えました。(モ ロナイ8：8参 照)

さ らに，幼い子供 にバプテスマを施す
ちようろう

慣行 は 「神を嘲 弄 しているだけ」であ

ると語 りました。悔い改 めとバプテス

マはいずれ も 「罪を犯すことができ罪

の責任 を負 うことがで きる者」のため

にあるか らです。(モ ロナイ819-

10)幼 い子供 たちは 「…」・・世 の始 めか

らすでにキ リス トにより救われている。

もしもそうでなけれ ば神 は不公平 な神

であ り，変 ることも人をかたよって見

ることもある神である。 なぜな らば，

バ プテスマを受 けないで死んだ幼児の

数はいか にも多いではないか」(モ ロ

ナイ8：12)と 記 されています。 また，

予言者 はこうも述べてい ます。「この

幼児 はバプテスマを受けたから神 に救

われ るが，あの幼児 はバ プテスマを受

けないか ら必 ず亡 び ると思 うこ とは
はなはだ

甚 し く恐 ろしい悪事 である。」(モ ロ

ナイ8：15)な ぜ な ら幼 い子供たちは

悔 い改めることができないからです。

そ うで なけれ ば，「神 の純粋 な恵みを

幼児 〔は〕受 けない」で しょう。「幼児

はみな神の深い憐 みによって救われて

いる」(モ ロナイ8：19)の です。

キリス トは 「すべての幼児 は私 の目

に等 しく見える」 と教え， さらに 「私

は完全な愛で幼児を愛する。幼児 はみ

な等 しく救われている」 と言われまし

た。(モ ロナイ8：17。 教 義 と聖約29：

46-50;モ ロ ナイ8：22参 照)モ ーサ
うち

ヤ書には 「まだ年の行かない中に死ぬ

幼児 は亡びない」 と記されてい ます。

(モーサヤ3：18)

責任 を取れる年齢 に達する以前の子

供 たちはすべて清 く汚れのない状態に

あって， まった く罪があ りませんか ら，

日の光栄の王国に救 われ ます。(日 の

光栄 の王国 に関す る示現1：10参 照)



子供 たちは本質的に清 く汚れがないと

いう，神 のみ前 における彼 らの特別な

状態につりて理解す ると，罪 を犯 し得

る人々 に与 えられた主の次の戒めが深

い意味を持 つようになります。「悔い

改 めて幼児の ごとくにな り，わが名 に

よりてバ プテスマ を受 けざるべか ら

ず。」(III二一 ファイ11：37)ま た，神 の

予言者は次 のように警告 しています。

「おとながへ りくだって幼児のように

な 〔ら〕……なかったならば，その人

は身 も霊 も救いを受 けることができな

い。」(モ ーサ ヤ3：18)主 が 言 われた

幼な子のような特質 は 「聖霊 の導きに

従」うことによって培 われ，「……従順

で柔和で謙遜で忍耐で愛情に富み，幼

児がその父 に従 うように，主が負わせ

たもうすべてのことに喜 んぞ服従」で

きるようになります。モーサヤ書の教

えによれば，そのような人だけが本 当
しよくざい よ

に 「キ リス トの身代 りの蹟 罪に由って

聖徒」になるのです。(モ ーサヤ3：

19)

シオ ンの両親は，子供たちを正 しく

教 え育てるという特別 な責任 を与 えら

れています。主 は彼 らに 「八才の時，

悔改め，生 ける神 の子キリス トの信仰，
あんしゆ

バプテスマ と按手による聖霊の賜 など

の教義 を教 えて理解」させ るように命

じられました。この責任 を怠れば，「罪
こうべ とどま

その両親の頭に留る」と主は宣言して

おられます。(教義 と聖約68：25)子 供

が責任を取れる年齢に達する以前，つ

まりサタンが誘惑する力を持たないた

めに子供に罪や汚れのない時期にその

ような教育を行なうことが大切です。

子供が汚れなく，罪のない状態にある

この時期は，両親がサタンの妨害を受

けずに救いの原則 と儀式を教えること

のできる，本当の意味での自由な期間
ほんろう

なのです。子供たちが悪魔の力に翻弄

されないうちにこれらの事柄 を理解 し

てお くのは， きわめて大切です。主イ

エス ・キ リス トヘの信仰 を持 たず，福

音の基本的な原則 も知 らないままで子

供たちの人生の この最 も純粋 な時期 を

無為 にや り過 ごして しまうことは，邪

悪な世界 という荒海にか じを持 たない

まま送 り出すの と同 じです。子供 はこ

の罪 のない成長期 にも悪い行ないをす

ることがあるか もしれませんが， それ

はサタンのせいではあ りません・サタ

ンには子供を誘惑 した り誤 った方向に

導いたりす る力 はないからです。そう

ではな く， ほかの人 の悪 い行ないを見

てそうするのです。子供 は良い模範 に

従 うのは言 うまで もな く，悪い行ない

をもまね るものです。 この理解 の上 に

立てば，人 を罪に誘惑することについ

て主が厳 しい裁 きを下 されたことも，

一層 よく理解で きるようにな ります。

「これ らの小 さい者 のひと りを罪 に

誘惑するよりは，むしろ，ひきうす を

首にかけられて海 に投げ入れられた方

が， ましである。」(ル カ17：2)

両 親 は，正義 と救いの原則 ならびに

主を愛することを子供たちに教 えるよ

う常 に戒 められて きました。主 はイス

ラエルの民 に次の ように命 じられ まし

た。

「努めてこれをあなたの子 らに教 え，

あなたが家 に座 している時 も，道 を歩

く時 も，寝 る時 も，起 きる時 も， これ

について語 らなければならない。」(申

命6：7。 モーセ6：57-58参 照)

モルモン経 の予言者 も神 の戒めに従

って子供たちに福音の原則 を教えるよ

う民 に勧告を与 えたことが記 されてい

ます。(モ ーサヤ1：4参 照)

現 代の予言者たちもこの大切な教 え

を繰 り返 し語っています。今世紀に入

ってか らは，定期的に家族 を集めて神

の戒 めに従い子供たちに福音 の原則 を

教 えるよう私たちに指示を与えました。

どの子供 もイエスと同じように，福音

の教えを受 けなが ら成長できる整った

環境，すなわち 「ますます 〔霊が〕成

長 して強 くな り」，知恵 に満ちた生活

を送れるような家庭で育つ権利が あり

ます。そうすれば 「神 の恵み」が この

幼 く貴い子供 たちに注がれて，罪 のな

い清 らかなその様子 は私たちの目には

天使の ように映 るでしょう。

子供たちを教 えるというこの責任 を

果たすには，社会的地位や富などは関

係あ りません。む しろ，質素な環境の

中での家族だんらんのひ とときこそ最

も効果的な教育 の場 と言えるでしょう。

中には， まだ年端のいかない未熟な子

供 たちには福音 の原則 は理解できない

と言い訳 して， こめ大切な戒めを実行

していない人がいます。 しか し，子供

たちに福音を教えるという戒めを実行

している親たちは，違 った理解の仕方

をしています。最近，3歳 になるある

子供が朝食の席で両親にこう尋ねまし

聖徒の道/1990年10月 号

2

た。「パパ は神様なのP」 「違 うよ，テ

イラー。 どうし亡そう思ったんだい。」

子供 らしい無邪気 な信仰.と論理で，テ

イラー君 はこう答 えました。「だって，

『神の子です，わたしやあなた』って

歌 うで し ょ。」それは両親 や初等協会

の教師たちか ら教えられた真理だった

のです。

ところで福音の原則 を理解させ るに

は，普通は，口で教 えるだけでは十分

とは言 えません。ほかのすべての場合

と同様，実生活 の中で福音 の原則 を実

践 して見せる方が，ずっと確実にこの

大切 な義務 を果 たせ ると言 え ます。

「模範 は人類の学校である。人はそれ

以外の場所 で学ぶ ことはない」 とエ ド

モ ン ド・バー ク(1729-97， イ ギ リス

の政治家 ・著述家)は 言 ってい ます。

(「バー トレット名言辞典」p.114)も し

両親が福音の原則 を本当に子供たちの

心に植 え付 けたい と望むなら，親 自身

がそれ らの原則 を生活の中で実践 して

いなければな りません。

現代のある学者 は次のように述べて

いますが， まさに当を得た指摘 と言え

るで しょう。

「今 日の最大の問題 とその解決策 は

家庭にあります。すべての男女に向け

た使徒パウロの教 えは家庭 における模

範，教育 と訓練を重視 しています。 こ

れは両親が協力 して行 なう務 めです。

現代社会の最大の問題 は，親がその指

導力 を放棄 しているために子供たちが

なおざりにされていることです。その

結果，若人たちは至 る所でマスメディ

アや利潤 の追求だけを目的 とする娯楽

によってすっか り毒 され ているので

す。」(リ チャー ド・ロイ ド ・アンダー

ソン 「パウロを理解す る」p.354)
グ

私自身 も両親 の教えに感謝 していま

す。私の両親 はみずからの手を もって

正直に働 き，質素な生活なが らも大勢

の子供 を育 てました。それにもかかわ

らずいつ も明 るく，家族 に教 えたこと

を実践 し，福音の原則 に対 して疑念 を

抱かせた り，信仰 を失わせた りするよ

うな言動 は何 ひとつしませんで した。

皆 さん と同じように私 自身 も神の子

であ り，回復 されたイエス ・キ リス ト

の福音 は 「いつかみ もとへ行 けるよう

に」必要なすべての ことを教 えて くれ

ます。私 もこの知識 を与えられたこと

を喜んでいます。
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となった古 い写真
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中国人民対外友好協会の招きによる中国旅行中に誕生日;を迎えた

テイラー長老。(中央)

年 前,中 国 で 撮 っ た1枚 の 写 真

45 がきっか けとなって,ユ タ州プ
ロボ出身のウィリアム･テ イラー兄弟

とバーバ ラ姉妹 は,5月3日 か ら20日

まで中華人民共和国 を旅行することに

なった。

テイラー夫妻 はやや遠回 りして,ア

イルランド経由で中国に到着 した。 と

いうの は,夫 妻 は昨年の8月 か らアイ

ルラン ド･ダ ブリン伝道部で奉仕 して

いたか らである。

テイラー長老 と姉妹はアイルランド

のプレーで,あ る中国人夫妻 と知 り合

った。その夫妻 との会話の中で,テ イ

ラー長老は,第 二次世界大戦 の終戦間

近 に中国で経験 した思い出 について語

った。

彼は太平洋上のウェーク島で非戦闘

員 として働いていたが,1941年 に 日本

軍 の捕虜 となった。ほかの捕虜たち と

共 に中国の上海へ送 られ,日 本軍の捕

虜収容所に1945年 の5月 まで収容 され

ていたが,列 車で移動 させ られる途 中,

脱 走に成功 した。中国共産軍の分隊が
ら ち

彼を見つけ,ま た日本軍に拉致 される

ことのないようにと,中 国北部での会

戦に3カ 月間同行 させた。 そして この

中国人兵士たちは,つ いにアメ リカ部

隊 と無線連絡を取 り,ア メ リカ人の非

戦闘員 を迎 えに来てほしい と伝 えた。

こうしてテイラー長老 はアメリカ軍 の

爆撃機で延安へ行 き,そ こで毛沢東中

国共産党主席 と朱徳軍総司令官に会っ

た。写真はその とき毛沢東首席 と並ん

で撮 った ものである。

テイラー長老が この経験 について語

ると,ア イルラン ドで会ったこの中国

人夫妻 はとて も興味を持ち,そ の とき

の写真 を見せてほしい と頼 んだ。翌 日,

長 老が彼 らに写真 を見せ ると,夫 人 は

写真の写 しをもらえないか と尋ねた。

長老は彼女 の意図が よくわか らなかっ

たものの,持 っていた もう一枚の写真

を彼女 に渡 した。

夫人 はその写真 を携 えて北京に戻 っ

た。政府の閣僚である彼女の父親 を通

して,そ の写真は元駐米大使,韓 叙氏

の手に渡 った。韓氏 はみずから会長 を

務 める中国人民対外友好協会 の賓客 と

してテイラー夫妻 を中国 に招待 した。

テイラー夫妻は,伝 道部を離れる許

可を受け,宣 教師 としてではな く,中

国人民対外友好協会の賓客 として中国

を訪問 した。

17日 間の滞在中,テ イラー夫妻は北

京の人民大会堂で政府高官に会った。

聖徒 の道/1990年10月 号

4

また,北 京,上 海,重 慶,西 安,お よび

延安で彼 らのために晩餐会が開かれた。

さらに数々の有名な史跡 に案内され,

万 里の長城,北 京の紫禁城や明朝の十

三陵,重 慶近郊の洞窟画,2,000年 の歴

史 を持 ち,世 界の七不思議 にも匹敵す

ると見なされている西安郊外の秦始皇
へいばいよう

帝兵馬桶坑な どを訪ねた。

｢私 たちにとって一番 印象 的だった

ことは,農 民,商 人,政 府官僚 など多

くの人 々に会 えた こと,そ して彼 らの

愛 とや さしさを感 じられたことです｣

とテイラー長老 は語 った。｢こ れまで

数十年間ずっ と忘れることのできなか

った思い出 とまった く同 じ経験で した。

日本軍から逃れた後,中 国人は私に と

て も親切 にして くれたのです。｣

テイラー夫妻 を招 いた人 たちは,5

月18日 が テイラー長老の73歳 の誕生 日

であることを知 り,北 京にある元蒋介

石邸宅でひそかにパーテ ィーを計画 し

た。パーティーを主催 したのはエジプ

ト,'カ ナダお よび国連 の大使 を務めた

ことのある黄華氏 と夫人である。招待

客の中には雑誌｢今 日中国｣社 の社長

である孟芝清氏,北 京大学学長 の呉淑

清氏,中 国人民対外友好協会書記長の

張学良夫人,お よび協会か らテイラー

夫妻の旅行案内役 として派遣 された周

立清氏 らがいた。

テイラー長老 と姉妹 は,ユ タ州プロ

ボのシャロン東 ステーキ部 プレザン ト

ビュー第5ワ ー ド部出身であ り,昨 年

8月 にアイルラン ドのダブ リン伝道部

に召された。中国旅行 を終 えたふた り

は,再 び伝道部 に戻 り,召 しを果た し

ている。(｢チ ャーチニューズ｣1990年

7月7日 付)

1945年に毛沢東主席と並んで撮ったウ

ィリアム･テ イラー兄弟の写真が中国

訪問のきっかけとなった。
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｢す べ て は善 し｣

大阪ステーキ部東大阪ワード部

末武寛子

和34年5月16日,私 は修正大血

昭管転位症,心 室中隔欠損症,肺
きようさく

動脈 狭 窄症,動 脈管 開存症 という重

い心臓障害 を持 ってこの地上 に生 まれ

て来ました。以来,家 族 にとっては私

を生かす ことだけが生活 のすべてにな

りました。父は治療で きる医者や病院

を見つけるために家や土地 を売 り,富

山の田舎か ら大阪へ移って来ました。

まだ小 さか った私は自分 のハンデ ィを

知 らず に過 ごしていましたが,大 きく

なるにつれて,人 と違 うことを知 らさ

れていきました。歩 くこと,外 で遊ぶ

こと,跳 んだ りはねたりす ることなど

友達が普通 にしていることが,私 には

別世界の ことのように思えました。

小学校 に入るころ,学 校の近 くに引

っ越 しました。 それで も学校 まで50メ

ー トル という距離は
,ほ とん ど歩けな

い私にとって大変な苦難で した。かば

んも持てません。教室 も学校側の配慮

で1階 ばか りを使 いました。そんな中

でひ とりの 友達ができました。彼女 は

出会った ときからずっと私 を助 けて く

れ,6年 間毎日,ど んな日にも重いか

ばんを自分の分 と私の分 とふたつ持 っ

て通って くれました。ふた りはいっも

一緒でした
。何度かあったクラス替 え

のときも彼女が必要だとい うことで,

私 たちは離されることはあ りませんで

した。

小学校6年 生の とき｢も うこの子 は

生 きられない｣と 言われ,少 しで も生

きれ るようにと血管 を広 げる手術 をし

ました。た くさんの友達の祈 りの中で

手術 は成功し,普 通の生活がで きるよ

うにな りました。歩 けることが奇跡の

ように思 えました。

それか らもその親友 とはいつ も一緒

でした。 ところが成人 して22歳 の夏,

彼 女は交通事故で亡 くな りました。信

じられませんで した。あの元気で明 る

く,い つ もそばにいて くれた彼女が先
ゆ

に逝 くなんて。 この私よ り先 に逝 くな

んて……。その悲 しみは主を知るまで
い

癒 えることはあ りませんで した。彼女

は神様か ら送 られた天使で した。

1984年 にバプテスマを受けた私 はず

っと聞きたか ったことを天父 に祈 り,

尋 ね ました。｢神様,ど うして負いきれ

ないほどの重荷 とともに私を送 られた

のですか。｣普 通 の人 のように健康 に

生 まれ,思 いきり遊べて,ス ポーツが

でき,結 婚 して,子 供 を持って……。

なぜ私 は生 きることだけを望み としな

ければならないのか,そ んな自分が哀

れでな りませんでした。 けれ ども答 え

は心の中にはっきりと与 えられ ました。

私 自身がそれ を選んだのだ と。 どんな

苦 しみが与 えられて も神様 のようにな

ること,天 父の もとで永遠 に生 きるこ

とが どれほ どの幸福 か,前 世での私 は

それを知っていた ということが理解で

きました。｢富 を求 めず して智恵 を求

めよ。 さらば見よ,神 の奥義 は開かれ,

それ より汝 ら富める者 とせ らるべし。
も

見 よ,永 遠 の生命 を有つ者 は富めるな

り。｣(教 義 と聖約6:7)

今年 の3月,私 は胸の痛 みのために

病院へ行 き,心 不全 と告げ られました。
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ショックでした。心臓が弱っていて,

いつ止 まるかわか らない状態だ とい う

ことでした。余命 を1日 で も延 ばすた

めには強心剤 を使 うしかないと説明 さ

れ ました。12歳 のとき,｢こ の子は成人

す るまで生 きないだ ろう｣と 言われた

ことを忘れたかのように,10年 も長 く

神様 に生命 をいただ き,30歳 まで生 き

てきました。その間に福音 を知 り,自

分が永遠の存在 であ り,復 活す ること

などすべて知識 ではわかっていたつ も

りで した。で も死 に対す る恐 ろしさは

とて も口では表 わしきれ ません。 その

日か ら,夜 寝 るのも怖 くな りました。

不規則 に打 つ自分の心音 を聞きなが ら,

止 まるんじゃないだ ろうか,今 目を閉

じた らもう二度 と覚めないんじゃない

だろうか と,恐 ろしさでいっぱいで し

た。神殿に行 き,平 安 と勇気 を求 めて

祈 りました。で もどんなに祈 っても平

安 は与 えられ ません。神様 しか頼れな

いのに……。私に信仰がないか ら答 え

て くださらないのか と何度 も思いまし

た。絶望で した。

何 日かたち,責 任のことであ る神権

者 と電話で話 をし,悲 しさと苦 しさに

耐 えかねて自分 の状態 を打ち明けまし

た。彼 は時間 をおいてこう言い ました。

｢命が あと1時 間であって も
,1年 で

あっても,60年 であっても同じことで

す よ。 たとえ60年 生 きても,自 分の人

生 は短かったと思 うでしょう。死 はだ

れに も同 じようにやって来 ます。で も

あなたには昇栄 したい とい う望みがあ

るんです よ。 どんなに長 く生 きてもそ

のことには代 え られないんです。｣そ

して こう付 け加 えて くださいました。

｢姉妹
,『すべては善 し』なんですよ。｣

｢すべては善 し
,す べては善 し。｣心 の

中で繰 り返 していると,あ つい思いが

あふれて きました。涙が止 ま りません

で した。神様の答 えだ とはっきり知 る

ことがで きました。私 はそのときか ら

すべてを主 にゆだねて生 きることにし

ました。神様は生 きてお られ ます。そ
あ

して確かに｢人 類が現世に在 るのは幸

福を得んためである｣こ とを証 します。

家族 に感謝 します。兄弟姉妹に心か ら

感謝 してい ます。(す えたけ･ひ ろこ

1959年 生 まれ,ス テーキ部初等協会第

一副会長)
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